
令和３年度 第１回 分科会（医師修学生実習）サマリー 

 

 

１ 日時・場所 令和４年１月１９日（水）１９：００～２０：００ 

                ZOOM開催 

 

２ 出席者   病院事務局３人 市４人 受託業者５人 （別紙名簿のとおり） 

 

３ 会議結果 

（１） 報告 

① 市修学生の現状について 

［背景・目的］就労環境への順応、地域密着に適した人材育成による医療実習の実施 
神栖市の医師就学生および就学生医師のうち希望するものを対象 

医師就学生 7 名 茨城県以外の出身者も含む 
就学生医師 1 名（初期臨床は病院茨城県立総合病院にて修了） 

② 医療実習・交流会についてのアンケート結果と現状 
昨年末に調査終了 

・神栖市の医療機関での受講は、「8 月頃に日程が合えば受講する」が大多数 
・交流会は 3 月 27 日（日）、翌 28 日（月）医療機関 3 カ所へ見学予定 
・翌年度以降は 1 年度 1 機関のみ。3 機関を年度ごとに順繰りで見学を実施 

   新型コロナウイルス急拡大の影響による現時点での医療機関の見学受入れについて 
    ［済生会］1 月末まで学生の受入れを中止、大学からも中止要請あり。 

現時点で 8 名の受入れは困難、再開に向けての協議中 
［白十字］看護・リハ学生の今後の受入れはストップ 
     実習開始 2 週間前より健康観察＋学内での陽性者の確認を依頼 

［鹿島ハート］患者の疑陽性増加、面会禁止。現状での受入れは困難 
3 機関ともに会議・研修会等へ出席は、医師も含めて原則リモートのため、 
現状を踏まえ今年度の交流会は検討中。リモートあるいは中止の可能性もあり。 

（２） 協議 
① 受入れ時期について 下記資料を令和 4 年 2 月 22 日までに各医療機関は提出 

【調査１】の資料を基に、凡その受入可能期間と 1 回の受入期間 
【別紙１】の資料を基に、所要時間、実習内容（どんな体験・経験ができるのか） 
  研修担当の医師の学生時代の経験から、実習中にすべき事項のアドバイス 
［MP 社］きらっせプロジェクト HP に載っている若手医師との面談や話す機会を 
     見学内容に組み込んでほしい 
⇒資料提出後に研修担当の先生を含め、内容を精査予定 

② 実習生の受入れの流れについて 
市役所（および MP 社）・就学生・各研修機関が相互に連絡・報告を取りながら実習



および収支までを行う（【別紙 2】） 
［MP 社］宿泊費・交通費は旅行会社の手配であれば実習生への支出負担も少ない。 

ただし、公共交通機関の利用は本人の仮払い扱いとなる 
③ 実習生の宿泊先と各研修機関の交通手段および方法の実際 

公共交通機関の使用が困難の為、タクシーにて実習先へ通う例に批判的意見あり 
鹿島セントラルホテルから各研修機関の場合 
［済生会］実習生の送迎は経験ないが、ホテル発着であれば行かざるを得ない 
［白十字］勤務医であれば送迎の契約は可能、院内で意見調整 
     学生の立場で迎えに行ってまで来てもらう必要性があるのか 

［鹿島ハート］送迎は問題なし、または徒歩も可能だが、 
実習生に対する送迎の実例がないため院内での協議が必要 

    3 機関とも看護学生の送迎は、自力あるいは敷地内の学校のため徒歩圏内 
    遠方から実習に来る場合も自力で来られる人しか実習先として選ばない 
    将来的に実習先に勤務していただけるのであれば検討の余地は増える 
   ［MP 社］学生への送迎は手厚すぎる、レンタサイクルは距離的に困難 
        ただし、病院先からのウェルカムな対応は学生の印象に残る 

④ 2 週間の健康観察の様式について 
   ［白十字］病院独自のものと、研修期間先作成の健康観察の 2 種あり 
   3 施設ともワクチン接種証明や院生証明等の提出は現時点でなし 

⑤ 学年による実習の受入れ日数とそれに伴う移動手段・宿泊場所 
1.2 年生は見学、5 年生は OSCE 取得のため医療実習と 2 パターン準備が望ましい 

［済生会］学年による実習の差別は必要、空いていれば病院の宿舎に宿泊も可能 
  ［鹿島ハート・済生会］1 日だけの実習であれば送迎対応が可能となりやすい 
    ［白十字］地元の人だと、親の送迎等ケースバイケースでの聞き取りが必要 
         あるいは空き状況によるが宿舎に泊まることもある 

3 施設とも見学であれば 1 日で十分、実習となれば 2-3 日以上必要、 
1 か月以上実習の場合は 1 日は夜勤経験、救急の受入れも可能できる 
初期研修医であればできることが多いが、低学年だと見学のみが望ましい 
1-3 年生は 1 日の施設見学等市からの取り決めを望む 
⇒【様式 1】8 月の見学の 1 回の受入期間は神栖市にて選定とする。 

⑥ 当直について 
    ［白十字］初期研修医の夜勤の場合、手当について各学校で方針の違いあり 
    ［済生会］週 1 回、手当は一律 
    ［MP 社］他院では、午後集合・午前解散や深夜 11 時まで 2~3 日間等 
        6 年生の場合は春先～GW 頃だと実習の時間も確保できる可能性が高い 

⑦ その他 
3 月 27 日・28 日の交流会はどのような形式での開催になるか、状況をみて神栖市で

判断を行う。 


